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３－５ 城郭の特徴

松坂城は、北東を大手、南東を搦手とし、本丸・二ノ丸・三ノ丸・きたい丸・隠居丸等が配

置されていたが建物は現存していない。しかし自然石の乱積を代表とした近世初頭の古式の石垣

が本丸を中心に良好な状態で残っており、城郭を形成している曲輪をみることができる。また、

発掘調査では安土城と同笵とされる天正七年銘の金箔軒平瓦をはじめ、近世初期にさかのぼる瓦

が多数出土したほか、建物礎石が検出されている。こうしたことから、史跡松坂城跡には、築城

時に近い時期から、瓦葺きの礎石建物が存在していたと考えられる。外枡形を連続させた出入口

プラン、石垣や瓦葺き礎石建物は、安土城以降の織豊系城郭の特色であり、松坂城は近世初期の

城郭の特徴を顕著に備えていると評価できる。

三ノ丸部分には、築城当初には侍屋敷が置かれていたが、和歌山藩時代には両役所や城代屋

敷等が置かれ、文久3年（1863）には御城番長屋が新築された。また外周には堀と土塁がめぐら

されていたが、大手口と北面の一部を除いて石垣は構築されず、堀は素堀であったと考えられる。

このような松坂城跡は、松阪市を代表するひとつの歴史的文化遺産として、また松阪市の歴

史と文化を語る上で不可欠な財産としての価値を有している。

伊勢国松坂古城之図

正保2年～承応3年・1645～1654年頃(国立公文書館)
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３－６ 整備実績と利用状況等

3-6-1 これまでの整備実績

史跡松坂城跡の文化財としての整備は、地上遺構である石垣の保存修理工事が、昭和63年(198

8)度から平成15年(2003)度にかけて実施された。大半の石垣の保存修理は、解体・積み直し工法

によって施工され、その合計面積は4,583.1㎡である。

なお、平成24年度にきたい丸の南西部の石垣が一部（図中⑱）

崩落したため積み直し修理が実施された。
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史跡松坂城跡における石垣以外の整備としては、史跡松坂城跡が明治14年(1881)に県直轄の公

園となり、さらに第２次世界大戦後に都市公園法に基づく都市公園｢松阪公園｣となったため、公

園としての文化施設、休養施設、安全管理施設、便益施設等の施設整備がなされた。また、松坂

城とは直接関係のない、特別史跡本居宣長旧宅の移築や登録有形文化財(建造物)である鈴屋遺蹟

保存会旧事務所(桜松閣)や同じく登録有形文化財(建造物)である松阪市立歴史民俗資料館(旧飯

南郡図書館)の整備がなされた。さらに、石碑やモニュメントの設置をはじめ、公園としての植

栽等もなされた。

3-6-2 利用状況

史跡松坂城跡は、松阪市を代表する文化財であると同時に、都市公園「松阪公園」として市

民に親しまれており、また、観光レクリエーション施設として広く全国からの来訪者がある。

地域の人達には日常的な散策等の場として利用されており、桜の時季には花見を楽しむ人も多

い。また、まつりや各種のイベントの開催にも利用されている。

松阪公園の観光入込客数をみてみると、平成26年で179,752人となっている。

史跡松坂城跡の観光入込客数 (単位人)

施設名（年） 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

松阪公園 57,985 68,215 69,656 54,075 58,306 104,104 140,248 138,674

松阪市立歴史民俗資料館 14,714 14,968 16,140 17,194 14,492 14,704 16,840 17,399

本居宣長記念館 26,927 27,229 25,334 25,662 20,584 23,388 25,444 23,679

3-6-3 管理状況

史跡松坂城跡のある松阪公園全体の管理は、松阪市建設部土木課公園係が主体となって行っ

ている。しかし、史跡松坂城跡のうち特別史跡本居宣長旧宅と登録有形文化財(建造物)鈴屋遺

蹟保存会旧事務所(桜松閣)及び本居宣長記念館は、公益財団法人鈴屋遺蹟保存会が、また登録

有形文化財(建造物)松阪市立歴史民俗資料館は、松阪市教育委員会事務局文化課が、松阪公園

グラウンドは松阪市教育委員会事務局スポーツ振興課がそれぞれ管理している。
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